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１．前回の審議内容について 令和 5 年度 第２回
盛⼟に関する専⾨委員会【資料１】

項⽬ 主な意⾒・質問 回答等 

R3 年度 
盛⼟総点検 

○ 総点検について、是正措置が必要なものが 16 箇所ということだが、どういったものだったのか。
・排⽔設備の不備や、開発許可の未申請などで、

直ちに危険な場所はない

○ 現地調査で災害発⽣の恐れがないという判断は、地盤調査を⾏ってなのか、⽬視調査なのか、どのような根拠に基づいて判断しているのか。 ・国のガイドラインに基づき⽬視による確認

規制区域 
の指定 

○ 集落の定義として、「50 ⼾以上の･･･（略）連たんしている区域」というのは、法律で決まっているのか、国が⽰している基準になるのか。
○ 集落という定義は、⾃治体によって違っていても問題ないのか。

・都市計画法上での考え⽅
・区域指定に関して、福岡市の考え⽅を設定

○ 資料集 24 の 2 ⾴に勾配 1/10 以上という記載があるが、これは何か⽬安として決めてあるのか。
○ 資料集 24 の 5 ⾴に勾配が 2 度以上となっているが、⼟⽯流が流⼊するような区間ということで定められているのか。

・国の実施要領によるもの

○ 資料集 24 の 4 ⾴にある特定盛⼟等規制区域の保全対象は、主に国道や県道、市道が対象になると考えていいか。
・道路は、国道、県道、市道等があるが、道幅を含

め、どの程度の道路を対象とするか検討が必要

○ 過去に災害等が起こった区域も考慮されるということだが、どの程度まで遡ることができるのか。 ・災害等を所管する部署と協議して検討を⾏う

○ ２つの規制区域の候補地が重なるところはどうするのか。 ・基本的には宅地造成等⼯事規制区域を優先

○ 福岡市の場所ごとの地形を知っているわけではないため、何を基準にそれで良いのか、いけないのかを考えるイメージが沸いてこない。
現地確認に⾏っているわけではないので、その場所はどうなっているのか、紙の上だけでは分からないのではないかと不安がある。

・地図で確認できる規制区域のパターン分けと、
その課題等も併せて⽰す予定

○ 福岡市は、２つの規制区域に⼊らないところは出てこないのではないかという議論があり、2 つの規制区域だけになってしまうのかなと思う。
○ 国交省からは、市街化が進んでいる福岡や広島といった都市では、全域がどちらかの規制区域になることも考えられるという話が出ていた。

許可基準等 ○ 資料 6 ⾴の〈規制区域における規制〉の表の内容は、議論して決めていくものか、もう決まっているものか。
○ 宅造区域では、届出はなく必ず許可がいるということか。（特盛区域の⽅が少し緩和して決められているということか。）

・表は法令の基準を⽰したもの
・条例で強化・付加できる項⽬について検討する
・宅造区域の⽅が特盛区域より規模要件が厳しい。 

既存盛⼟ 

○ 区域指定後に規制されるのは、新規盛⼟に対してなのか、既存の盛⼟も対象になってくるのか。
・既存盛⼟も、安全性の確認を調査し、必要により

指導や是正勧等を⾏っていく

○ （既存盛⼟で）もし是正が必要となっても、恐らく住⺠の⽅は困られると思う。改修には、⾦銭的な問題が出てくると思うので、その費⽤等の補助
といったサポートも含め、並⾏して別途検討するか、国交省と相談するかを⾏う必要があると思う。

○ 区域指定するだけではなくて、その実⾏⼒を上げるという取り組みも考えていただければと思う。
○ 市は指定だけして、残りは住⺠の⽅にお願いするということでは無責任になりかねないと思うので、そこは注意してほしいと思っている。

・・・意⾒ ・・・質問
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  ２．区域指定の考え方について 令和 5 年度 第２回 

盛⼟に関する専⾨委員会【資料２】 

１．規制区域選定の流れと条件について 
 
 
 
 

＜宅地造成等⼯事規制区域＞                  ※以下「宅造区域」という 
 

 
市街地等区域の抽出  (別紙１〜３参照) 

① 市街地（市街地若しくは市街地となろうとする区域）・集落等（⼈家が⼀定程度連たんしている区域）の抽出 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 市街地・集落等に隣接・近接する⼟地の区域の抽出   
 
 
 
 
 
 
      盛⼟等に伴う災害が発⽣する恐れのない区域の除外 

    ⼟砂が持ち込まれる可能性のないエリアの除外 
（⼟砂を運搬できる道路や、⼟砂が発⽣する場所からから相当程度離れている等）   

 
 
 
 

   地形的条件を勘案した候補地の選定 (別紙 4〜6 参照) 

 
＜特定盛⼟等規制区域＞                    ※以下「特盛区域」という 

  
宅造区域で選定した市街地・集落等以外の保全対象の抽出 

① ⼈が居住･活動を⽇常的に⾏う蓋然性の⾼い⼈家・施設等の存する⼟地の抽出 (別紙 7 参照) 
  

 

② ⼈が⽇常的に往来する蓋然性の⾼い公共施設 道路（国道、県道、市道）、鉄道など 

 
 
 
 

⼟砂の流出が想定される区域の抽出 

① 隣接・近接する保全対象の存する⼟地の区域に⼟砂の流出が想定される区域の抽出 
(別紙 8 参照) 

 
 

② 流出した⼟砂が⼟⽯流化する恐れのある区域の抽出  (別紙 9 参照) 
保全対象の存する⼟地の区域に勾配２度以上で流⼊する渓流等の上流域 

③ ⼟砂災害発⽣の危険性を有する区域の抽出 (別紙 10 参照)  
・⼟砂災害警戒区域（⼟⽯流）の上流域 

    ・⼟砂災害警戒区域（地滑り、急傾斜地の崩壊） 
    ・⼭地災害危険地区（崩壊⼟砂流出危険地区の集⽔区域を含む） 

④ 過去に⼤災害が発⽣した区域等の抽出   (別紙 11 参照) 
 
 
 

 
 
 
 
盛⼟等に伴う災害が発⽣する恐れのない区域の除外 

 

 
    
 

地形的条件を勘案した候補地の選定 (別紙 12〜14 参照) 

市街地として、市街化区域を設定  

集落等として、次の３パターンで⽐較検討する 
 集 落 の 設 定 根 拠 等 

Ａ 10 ⼾以上の建物が 50ｍ以内の間隔で集積 10 ⼾:急傾斜地崩壊対策事業等の採択要件 
Ｂ 25 ⼾以上の建物が 50ｍ以内の間隔で集積 25 ⼾:幹線市町村道 2 級の認定基準の集落 
Ｃ 50 ⼾以上の建物が 50ｍ以内の間隔で集積 50 ⼾:都市計画法による建築物の連たんの考え⽅ 
※⼈家︓住宅（共同住宅等含む）、兼⽤･併⽤住宅、⽼⼈ホーム等の厚⽣施設、学校等の⽂教施設 

R4 年都市計画基礎調査（建物利⽤現況データ）より 

※設定された各集落には既存集落を含む 
 

隣接・近接の範囲は、市街地・集落等から、平地（勾配 1/10 未満）では 50ｍ 
傾斜地（勾配 1/10 以上）では 250ｍ とする。 

 
 
国要領に拠る 
（国要領は、盛⼟の崩落事例や類似の⼟砂災害における⼟砂の流出距離を踏まえた設定案を提⽰） 

該当エリアなし 

 1 

 ２ 

 ３ 

 1 

 ２ 

住宅、業務･商業施設、⽂教厚⽣施設、⼯場･倉庫施設、官公庁施設、公園等が存する⼟地を抽出  
※R4 年都市計画基礎調査（建物利⽤現況データ）より 

鉄道、幅員 3ｍ以上の道（私道を含む）を抽出        ※デジタル道路地図データベース より 
 鉄道及び⾞両が通⾏可能な道（幅員 3m 以上）を抽出することで、概ね⼈が往来する区域を網羅できる 

福岡県⻄⽅沖地震(H17)、早良災害(S38)の⼟砂災害が発⽣した区域を抽出 
※福岡県砂防課公表「福岡県の主な災害事例」より 

 ３ 

 4 

・規制区域は、盛⼟等に伴う災害から⼈命を守るために都道府県知事等が指定するもの 
・規制区域選定にあたっては、国が⽰す実施要領及び解説（以下「国要領」という）に基づき下記とおり⾏う。  
・   部分は、地域の実情に応じて設定するもので福岡市の設定条件としているもの。 

市街地や集落等、⼈家等がまとまって存在し、盛⼟等が⾏われれば⼈家等に危害を及ぼしうるエリア 

市街地等において、将来にわたり⾞両が通⾏不能な区域はないと考えられるため 

市街地･集落等から離れているものの、地形等の条件から、盛⼟等が⾏われれば⼈家等に危害を及ぼしうるエリア 

該当エリアなし 

将来にわたり⾞両が通⾏不能な区域はないと考えられるため 

１ 

既存集落は、市街化調整区域の中で 50 ⼾以上の⼈家が概ね 50ｍ以内の距離で連担している区域として市内
53 集落があり、⼈家や⽣活関連施設等が既に集積している区域として設定されたもの。 

隣接・近接の範囲は、宅造区域と同様とする。 
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